
農業と科学

-E-ーー

'rII" .....，可司

平成 7年 3月1日(毎月 1日発行)第448号 〒112東京都文京区後楽ト7-12林友ピル

昭和31年10月5日航種郵便物認可 発行所 チッソ旭肥料株式会社

C H I S S 0 -A S A H I F E R T I L I Z E R C 0.， L T D 

編集兼発行人:知 念 弘

定価:1部70円

3 





農業と科学 第三種郵便物認可 (1) 平成 7年 3月1日
，，"r ' I1 I ， 1川，.，..川 n Jl I Jl 9司川1111'"'' ・1f 1. ，JlJl I同 ...0. ， ".'1'......'11 '1 '1 川町 .'IIIII I' II'_ ・1I 1111111111~.... ， jl'llll ・'."'''1'川1I，"""1jIlIl I ， 1回'‘ P'llld.... 問 1 1t H..!. ，...司 1111111111_ ・ '111 ， hIJIIIIII"IIUh ， lJ(苛『川1.111 11 ，.・・ "IIIIII'''.... ， h ，'1I川1"回I ・M・川

根深オ、ギのポット育苗にふ、ける

被覆肥料の施用効果
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ネギは中国が原産地と思われる多年生の植物

で， 日本でも古くから食用野菜として栽培されて

いる。 20
0

C前後が生育適温であるが，品種によっ

て気候耐性に差があり，酷暑，酷寒地で生育する

ものもある。土壌適応性は広く， pH 5. 7，........，7.4の

間であればあまり土性を選ばない。

新潟県におけるネギの作付面積は 800ヘクター

ル強で，微増加傾向にある。主産地は新潟市を中

心とした砂丘地帯と下越地方の海岸沿いである

が，新潟県のネギ栽培は，春まき秋冬どりが一般

的な栽培方法であり， 2，........， 4月に播種し， 9，........，12 

月に収穫をおこなう。栽培期間は 7，........，10カ月と，

園芸作物としては長く，栽培にかかる労力も，非

常に大きい。

ネギ栽培は，育苗と本ぽでの栽培の 2つの段階

があり，おおむね育苗が 2，........， 3カ月，本ぽでの栽

培が 4カ月である。育苗は苗床で行い，選別の後

本ぽに定植する。しかし近年定植労力の軽減や効

率的な脊苗という面から，ペーパーポットなどを

利用した育苗法が取り組まれている。これは，プ

ラスチック製の苗箱を使いハウス育苗する方法

で，育苗期間の短縮や，それに伴う作型の多様化

などの利点がある。また定植方法についても定植

機の導入などの機械化が見込めるため，労力の軽

減ができる。

しかし，育苗ほでの育苗とちがい苗を選別する

ことができないため，均一な育苗が必要になる。

定植時の苗質の差は，収穫まで響くため，良質の

苗を得ることが非常に重要である。慣行では数回

の追肥を行い，管理している。

著者らは育苗期間中に行う数回の追肥を，緩効

性の肥料を用いることにより省略できるものと考

えこれを検討した。

<材料および方法>

試験場所新潟県園芸試験場内ガラス温室(無

加温〉
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供試肥料:マイクロロ ング40タイ プ，70タイプ

100タイプ

ロングM 70タイフ。， 100タイプ

ロングe トータル70タイプ。，100タイフ。

慣行施用肥料(燐硝安加里)計 8種類

すべて，は種時に 1団施用

施用量:水稲育苗箱 1箱当り (6t)窒素成

分 2g，4g，6g

供試品種:ネギ品種「東京夏黒 2号」のコート

種子

は種目:1993年 3月18日220穴のペーパーポ

ット 1穴当たり， 4粒ずつを播種

育苗培土:市販の物についても検討はしたが，

価格面のことを考慮して水稲育苗培土を用いた。

これは電気伝導度0.03pH4. 25と，そのままでは使

用できなかったため，緩衝曲線をつくり苗箱 1箱

当たり苦土石灰を40g添加し， pH6.5に調整した。

育苗期間中はいずれも潅水のみとし， 追肥は行

写真 1 ネギの苗床 (左)と定植時の様子

表 1 被覆肥料の種類とネギ苗の生育

1ポット 平均
生葉数 草丈

区 No 苗立数 1本重
(枚) (cm) (本) (g) 

マイクロロング 40 3.7 0.28 1.5 10.7 
マイクロロング 70 3.8 0.25 1.5 9.7 
マイクロロング100 3.4 0.16 1.6 9.5 
ロン グM 70 3.6 0.37 1.8 12.6 
ロンク"'M100 3.4 0.21 1.5 9.0 
ロングトータル70 3.4 0.27 1.7 11.1 
ロングトータル100 3.5 0.19 1.6 9.4 
燐硝安加里 2.7 0.31 1.8 11.4 

わなかった。

<結果及び考察>

(1)被覆肥料の種類のちがいとネギの生育

マイクロロングは，ロ ングM及びロ ング トータ

ルに比べ 1箱当たりの苗立ちがよく，苗のそろい

もよか った。これは培土調整時には均一に肥料が

混和されていても，小さな ポット に充填されるた

め，肥料の 1粒が入るか入らないかで大きくちが

いがあらわれるものと思われた。そのため，混和

写真 2 マイクロロング40タイプのネギ苗

均一性の優れるマイクロロン

葉鞘径 苗立 グのほうが苗立のそろいが良

(mm) 
の かったと思われる (表 1)。

そろい
播種後53日目の溶出 タイプ

1.5 良 別苗生育は，溶出期間の短い
1.4 良

ほうが優れる傾向にあ った。
1.2 良

1.5 やや良
実際にポット育苗 をする場

1.2 不良
合，育苗期間は50--60日程度

1.4 不良 であるため，溶出 タイプも40

1.3 不良 もしくは70タイプがよいもの

1.5 やや良 と思われた (表 2)。

5月10日1区当たり 10ポット調査。 1ポット概ね 3本以上のものを調査した 1箱当たりの窒素施用量の
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表 2 被覆肥料の溶出タイプとネギ苗の生育

1ポット 平 均生薬数 平丈葉革jJj'径
区 No. I苗 立 数 1本重

(本) ( g) (枚) (cm) (mm) 

40 I 3.7 j容タ | 
イ 70I 3.5 

出プ | 
ト，/ 100 I 3.4 

0.28 1.5 10.7 1.5 

0.28 1.7 11.2 1.4 

0.30 1. 7 11. 9 1. 4 

表 3 被覆肥料の施用量とネギ苗の生育

1ポット平均生菓数草丈葉鞘径
区 No. I苗立数 1本重

(本) ( g ) (枚) (cm) (mm) 
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0.17 1.4 8.1 1.2 

0.27 1.6 10.3 1.3 

0.34・ 1.8 12.9 1.6 

写真 3 ロングトータル70タイプのネギ苗

ちがし、と苗の生育は，箱当たりの窒素成分が 6g 

4 g， 2 gの順によかったが， 4--6 gが適当と

思われた(表 3)。

対照として燐硝安加里を施用した区では苗立が

悪く，苗質についても窒素施用量に比例してよく

はならなかった。これは，速効性である燐硝安加

里の窒素成分が利用されることなく流亡したため

と考えられる。

(2)培土の電気伝導度の推移

育苗期間中，電気伝導度を測定したところいず

れの区でも播種後30日程度までが溶出のピークと

思われた。なかでもマイクロロングは電気伝導度

が初期から高く，その後も他の区と比べ高い値を

示した。また，施用量の増加に伴い電気伝導度値

も上がっており，ロングMやロングトータルに比

べ混和均一性に優れていることがわかる(図 1)。

図 1 電気伝導度の推移
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ロングMやロングトータルでは溶出期間の短い

70タイプのものがマイクロロング守並みの値を示し

たムまた，電気伝導度だけでいえば燐硝安加里も

高い値を示したが，生育調査の結果とあわせて考

えると被覆肥料の方が効率的に肥料成分を吸収し

ていると推察される。

以上のことからポット育苗においてそろった良

質のネギ苗を得るには，下記のような条件が考え

られる。

①育苗床土との混和均一性を考えて普通被覆肥料

よりも細粒被覆肥料の方がよい。

②溶出期間は40もしくは70タイプで， 1箱当たり

施用量は窒素成分 4--6gがよいと思われる。

なお今回供試した肥料はいずれも高度化成であ

ったが，成分含有率が低くなれば混和均一性もよ

り高まるものと思われる。

<今後の課題>

今回の試験では，生育調査にあわせ，培土の電

気伝導度値も測定したが，緩効性肥料は速効性の

ものとちがい測定中にも培土に存在するため，扱

いには注意が必要と思われた。

また培土に使用した水稲育苗土は，非常に粒子

が細かく野菜用培土としては物理性に多少問題が

あるため， ピートモスなどの混合も検討課題であ

る。

お詫びと訂正

2月号掲載の[環境問題と肥料」で誤植があり

ました。執筆者並びに読者各位に深くお詫び致し

ますとともに，下記のとおり謹んで訂正致します。

誤

(5頁 1行目〉

1. I地域の限界」が近付いている

正

1. I地球の限界」が近付いている

編集部
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異常気象下の LP肥料の溶出と水稲生育

1. はじめに

愛知県では，水田農業経営体の育成を図るた

め，経営規模の拡大を進めており，規模拡大に伴

う省力技術のーっとして，追肥作業を省略した全

量基肥栽培を押し進めています。これに用いる全

量基肥肥料は，愛知農総試と愛知経済連で構成さ

れる愛知県施肥防除改善協議会で，肥効パターン

の種類が多く安定した肥効を示す LP肥料を用い

て開発を進めてきました。 1992年にシグモイド型

の溶出を示す LPSS肥料と LP肥料及び速効性

の窒素肥料を配合し，コシヒカリ等の極早生品種

用とあいちのかおり等の中生品種用の全量基肥肥

料の展示を行い収量，品質とも良好な結果を得ま

愛知県農業水産部農業技術課

専門技術員北村秀教

全量基肥栽培は， L P肥料を用いるため，水稲

移植時の落水に伴う窒素の流出が少なく，環境保

全型農業の確立にも寄与し，穂肥の適正施用時期

を見誤らないため，経営規模拡大には今後不可欠

になると考えられます。しかし，第 2図に示した

ように，愛知県で普及が始まった1993年は低温寡

照， 1994年は高温寡雨と近年にない異常気象に見

舞われました。これまでの異常気象下の施肥管理

は，穂肥時期の移動や穂肥量の増減で対応してき

ましたが，全量基肥栽培では穂肥による対処が不

可能で，現場では，肥効が水稲の生育の促進及び

遅延に合致するか否かという不安に駆られまし

た。このような不安感にもかかわらず，両年の水
した。この結果をみて現場の強い要請もあり，翌 稲の生育，収量結果からみますと、第 2， 3表の
年から本格的に販売され，第 1図に示したように ように，異常気象下においても水稲の生育に大き
1994年度の普及面積は 5，OOOha強と水稲作付け面 な影響を与えず，また，穂肥時期の見誤りからく
積の約15%にまで急速に普及しました。 る収量，品質低下を示すことなく， 安定した生

第 1図 水稲全量基肥栽培面積(愛知経済連販売実績から面積換算施肥量50kg/10aとして〉

棒グラフの上の数値:肥料販売量 t

ha 
6，000 

図 BBLPc464 
2658 
~ 

5.0叶圏 BBLP823 

圏BBLPc404 

4，川

図 BBLPss早生
3， 000 ~ 

園側条用中生

2.0叶圏 BBLP叫生

田BBLPss (豊橋)
，計;~

1，000 

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 
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水稲栽培期間の平均気温温度格差

(愛知県海部郡弥富町

第 2図

弥富農業技術センター内〉
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度，活性化エネルギーを導いて推定しました。

水稲生育時期の変化に LP肥料の溶出の変化が

追従できるか否かについては，穂、肥に相当するシ

グモイドタイプの LP肥料の溶出の立ち上がり時

期が，基準年 (1987年〉と比較して，また，通常

の穂肥施用時期と比較して大きくはずれるか否か

から検討しました。

3. 全量基肥肥料の溶出変化と水稲生育時期の

変化

(1) 5月 1日移植コシヒカリ

コシヒカリの生育時期の変化と LP肥料の溶出

時期の変化を重ね合わせて第 3図に示しました。

図の中の点線は LP肥料及び土壌窒素の累積溶出

量を示し，棒グラフは白抜きの部分が LP肥料，

黒塗りの部分が土壌窒素の 5日毎の溶出量を10倍

に拡大して示しています。また，小さい丸印と縦

棒は各生育時期における適正な水稲窒素吸収量と

その範囲を示しています。この図から読みとった

シグモイドタイプの LP肥料の溶出の立ち上がり

時期が出穂期の何日前に当たるかを第 1表に示し

育，収量をもたらせました。この 2年間の全量基

肥肥料の溶出の変化が，何故水稲の生守育を狂わせ

なかったのか，検討した結果を紹介したいと思い

ます。

2. 検討の方法

水稲施肥窒素量診断プログラムにより 5日毎の

LP肥料窒素の溶出と，水稲の生育時期の変化か

ら検討を行いました。用いた気温，水稲の生育時

期は愛知農総試弥富農業技術センターの作期試験

から得ました。また，生育，収量結果は，中生品

種のあいちのかおりについては全量基肥栽培の普

及が805ぢを超えた愛知県海部郡十四山村の結果を

用い，極早生品種コシヒカリについては現地展示

ほの結果を用いました。

検討に使用しましたほ場は，弥富町内の一般的

な肥沃度を示す土壌で， 30
0

C 4週間湛水静置培養

発現窒素1.48mg/100 g，全窒素0.107%の中粗粒

グライ土です。

LP肥料の溶出は，金野の反応速度論に従うと

し，肥効タイプ， QI0二 2という特性から反応速
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第 3図 5月 1日植えコシヒカリ栽培期間中の窒素の溶出
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移植
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窒素吸収量

窒素溶出量

kg/10a 

施肥

移植

20 

窒素吸収量

窒素r8tf_l，畳:

kg/10a 

10 

1987 ij三

コシヒカリ

施肥移植 5月 1日

出穂期 7月29日

成熟期 8月29日

全量基肥用肥料(14-10-14)
施肥窒素量 7kg/10a 

成熟期

1993年

コシヒカリ

施肥移植 5月1日

I:H~~t共þJ 8月5日

司、

成熟期 9月11日

全量基肥用肥料(14-10-14)
施肥窒素量 7kg!10a 、/11

30日後 幼穂 出穂、期

形成期

成熟期l ..J' 

10 

1994ij三

コシヒカリ

施肥移植 5月 1日

IJ'リリIJ'一!川1

}記事MtJJ 8月19日

全量基肥用肥料(14-10-14)
施肥窒素量 7kg/10a 

施肥 30日後 幼穂 出穂期 成熟知1

移植 形成期

白抜き棒:緩効性肥料窒素115日毎の窒素溶出量(10倍で表示)
黒塗り棒:土壌窒素 J 
点線(上):緩効性肥料+土壌窒素累積溶出量(下):土壌窒素累fi'lì(~ IJ " 1t 

-E.E・

30日後 幼松 山程UFJ
形!長期

10 
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第 1表 シグモイドタイプ LP肥料の溶出の立

ち上がりと水稲の出穂時期

コシヒカリ あいちのかおり

年
移植から移植から 移植から移植から

出穂時期 j容出立ち b 出穂時期 j容出立ち b 
度迄の日数上がり迄 a- 迄の日数上がり迄

a の日数 b a の日数 b

'87 88 61 27 88 51 37 

'93 96 71 25 95 61 34 

'94 78 62 16 89 51 38 

ました。

水稲の出穂時期， L P肥料の溶出は共に気温が

高まると早く，低いと遅くなりましたが，水稲の

生育は，窒素の溶出の変化のように単純に気温や

地温により決まるものではないため， LP肥料の

溶出の変化と歩調を異にし，低温年(1993年)，高

温年 (1994年〉共にシグモイドタイプの溶出時期

は，出穂期の25日前， 16日前と基準年 (1987年〉

の27日前に比べて出穂時期側にシフトしていま

す。このようなズレにもかかわらず，第 2表の全

量基肥 1 (現在販売されている全量基肥肥料〉の

収量は基準年と類似した気温を示す1992年の収量

と大差なく， 3年間を通して28kg/10aの差であ

りました。一方，分施では38kgと年による収量変

化は全量基肥より大きくなっています。

第 2表 コシヒカリ栽培結果

この原因として次のように考えられます。一般

的に穂肥適期を幼穂形成期頃としていますが，現

実には，幼穂、形成期はここに示した出穂期前何日

と一定しているものではありません。高温年で

は，幼穂、形成期から出穂、期までの期聞が短縮され

ることから，穂肥適期に相当する幼穂形成期は第

3図に示した時期より出穂期側にシフトしていた

と思われます。そのため， 1994年のように一見し

てシグモイドタイプの LP肥料の溶出の立ち上が

りが，穂肥施用適期よりかなり遅い年でも，実際

にはそれほどズレは生じていなかったものと思わ

れます。また，分施では穂肥適期を間違えると

2 kg/10 a程度の窒素が水稲の生育に影響します

が，全量基肥では 1日当たり O.12kg/10a程度の

影響しか及ぼしません。このように， L P肥料の

溶出は従来の速効性肥料と比較して，肥効が緩慢

で水稲の生育の撹乱を大きく起こすことがないた

め，速効性肥料による穂、肥がうまく水稲の生育に

合致したときのような爆発的な増収はありません

が，常に安定した生育収量を現すものと思われま

す。

(2) 5月25日移植あいちのかおり

あいちのかおりについてコシヒカリと同様に第

4図に生育時期の変化と LP肥料の溶出の変化を

示しました。 1987年の立ち上がう:時期は，出穂前

37日， 1993年は34目前， 1994年はお目前になると

推定できます。水稲の生育が気温の影響を大きく

年度 施肥方法 地点数 科長 穂数 精玄米重 千粒重 施肥窒素量

'92 全量基肥 1

分施

全量基肥 1

'93 全量基肥 2

分 施

27 

26 

30 

1 

17 

cm 本/m2 kg/10a g 

82士3.6 401土54 534::1:46 21.6::1:0.6 

82士3.8 412土56 519士52 22.0士0.8

88::1:6.5 426士48 506::1: 54 20.9土0.4

98 501 460 20.4 

91士6.1 431::1: 51 497土93 21.2土0.6

kg/10a 

6.6::1:1.0 

6.8土1.7

7.3士1.3

7.0 

7.6士1.8
___“開園旬岨圃喝.柑』圃・ー・』ーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・回再開『ーー_-晶晶画・・・・・・・・・・・・帽・ー"・・ー・・・・・・・・ー・・・帽・・・『四__ーーー・・__・・・・・・・・・・・・・・・・・『胃骨骨__ーーーーーー・ー-----------------ーー

全量基肥 1 4 82土9.1 424土23 516土39 20.2土0.9

'94 全量基肥 3 6 82士4.9 433士23 555士37 20.5士0.8

分 施 6 83::1:6.8 422土35 535士30 20.5士0.8

注:全量基肥 1(LPSSlOO+LP+NH4) 2 (LPSlOO+LP+NH4) 3 (LPS80+LP+NH4) 

農業総合試験場、農業改良普及センター及ぴ経済連展示ほ調査による

6.6士1.4

6.6土1.2

6.5土1.2
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第 4図 5月25日植えあいちのかおり栽培期間中の窒素の溶出
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10 

1987年

あいちのかおり

施肥移植 5月25日

..."...' 
出穂期 8月21日

成熟期 9月25日

全量基肥用肥料(14-10-14)
一一一施肥窒素量 8.4kg/l0a 

30日後 幼穂、

形成期
J
 

H
U
V
 

.，』会ノ
山ひ

千
五
川

山
1 成熟期

1993年

あいちのかおり

施肥移植 5月25日

出穂期 8月28日

成熟期 10月14日

l全量基肥用肥料(14-10-14)
一一一・1施肥窒素量 8.4kg/l0a 

)j見熟期l

1994年

あいちのかおり

施肥移植 5月25日

出穂期 8月22日

成熟期 9月30日

全量基肥用肥料(14-10-14)
施肥窒素量 8.4kg/l0a 

施肥 30日後 幼穂穂、 J一J!I~
移植 形成期

白抜き棒:緩効性肥料室茅115日毎の窒素溶出量ー(10倍で表示)黒塗り棒:土壌窒素 J 
点線(上):緩効性肥料+土壌窒素累積溶出量(下):土壌窒素累積溶出量

10 

• • • • 

30日f麦 幼根X iJ1If.i&UVJ 

形成期

10 
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受けるとすれば， 1994年の出穂期は早まり，コシ

ヒカリと同様に，穂、肥に相当するシグモイドタイ

プの LP肥料の溶出の立ち上がり時期は出穂期側

にシフトするはずですが，水稲が高温による生育

遅延，日照等の影響も受けるため，出穂期は1987

年と変化がなく，それに呼応するように，シグモ

イドタイプの LP肥料の立ち上がり時期も1987年

の出穂期前の日数と変化がありませんでした。立

ち上がり時期に影響を及ぼさなかったのは，立ち

上がり時期に影響する 6，....， 7月の気温が，平均す

れば1987年と大差ないことに依ると思われます。

全量基肥によるあいちのかおり栽培が，水稲作

付け面積の80労前後である十四山村の収量を第 3

表に示しました。両極端の異常気象であった1993

ら，省力技術でありながら，気象変動による水稲

の生育変化に対応しやすい合理的な施肥技術であ

るといえます。

4. 次年度に向けて

全量基肥肥料の開発に当たっては，倒伏させな

い，収量・品質の低下を防ぐことを第一義としま

した。そのため，コシヒカリではシグモイドタイ

プの溶出を極力遅くしました。しかし， 1992年か

らの 3年間の生育をみて，徐々に溶出する LP肥

料のような緩効性肥料では，穂、肥適期前から肥効

が現れても倒伏を起こしにくいことがわかってき

ました。また，現在の極早生品種用の全量基肥肥

料は，初期過繁茂を防ぐことを狙いすぎ，現場で

は茎数不足を感じるあまりに過剰施肥が行われ，

年と 1994年を通して収量変化が10%程度であった かえって倒伏を助長する事例も現れました。
ことから，現地ではこれまで抱いていた肥効と生 そのため，初期の生育確保を図り，成熟期の肥
育変化のアンバランスを生じないかとし、う不安も 効を速めて食味向上を狙った成分割合を検討しま
解消しました。 した。その溶出ノfターンを過去のコシヒカリの生

第 3表 あいちのかおり栽培結果(愛知県海部郡十四山村)

年度 平均収量 作付け面積 全量基肥普及率

kg/10a ha % 

'90 487 401 

'91 503 397 

'92 515 403 11 

'93 502 380 76 

'94 559 486 82 

注:海部農業改良普及センター調査による

この原因として，コシヒカリで述べたように，

水稲の穂肥適期が実際には出穂期がいつになるか

によって決まり，分施で穂肥を施用している時期

が必ずしも適期とは限らないこと，また，従来の

分施では，適期をはずした場合に水稲の生育に与

える影響が大きいことに比べて，全量基肥ではL

P肥料からの溶出が穏やかであるため，影響も少

なくなることが考えられます。

このように LP肥料を用いた全量基肥栽培は，

穂肥前に極端に窒素を中断することなく，常に窒

素の供給が行われ，幼穂形成期前後に肥効が高ま

るという過程を経ること，肥効の高まりも一時期

ではなく，出穂期頃までに亘って続くこと等か

品質 1等率: 施肥窒素量 肥料代+散布労賃

% kg/10a 円/10a
: 

全量基肥 8.4 7，685 

100 分穂肥 1回 9.2 6，277 

100 施穂肥 2回 8.9 7，098 

育時期の変化と重ね合わせて第 5図に示しまし

た。この図から読みとりますと， 1987年ではシグ

モイドタイプの LP肥料の溶出の立ち上がりは出

穂期の36日前， 1993年は39目前， 1994年は22日前

となります。この数値は，これまであいちのかお

りで良好な生育・収量を示してきた中生品種用の

全量基肥肥料の出穂期に対する相対的な立ち上が

り時期に類似しています。第 2表の全量基肥 3が

新しく採用する肥料による生育結果ですが，穂数

も従来の肥料より増加し，収量も高まっています。

1994年の成果だけでは早急な結論は出ませんが，

1993年や1987年の気温で推定した場合も，あいち

のかおりで見られる肥効と同様な肥効が推測さ
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第 5図 5月 1日植えコシヒカリ栽培期間中の窒素の溶出 (LP S80使用〉
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1987年

コシヒカリ

施肥移植

T出穂期

成熟期

5月 1日

7月28日

8月29日

-旧回全量刷用酬(14-10-14
園施肥窒素量 7kg/10a

施肥 30日後

移植

20r 

窒素股収量

窒素j容出量

kg/10a 

10 

施肥 30日後

移植

20 

窒素吸収量

窒素溶出量

kg/10a 

10 

幼穂、 出穂期
形成期

ガJ穂 出穂、期

形成期

成熟期

1993年

コシヒカリ

施肥移植 5月 1日

trl~恵葉月 8月 5日

成熟期 9月11日

全量基肥用肥料(14-10-14)
施肥窒素量 7kg/10a 

成熟期

1994年

コシヒカリ

施肥移植 5月 1日

出穂期 7月18日

成熟期 8月19日

全量基肥用肥料(14-10-14)
施肥窒素量 7kg/10a 

施肥 30日後 幼穂、 出穂、期 成熟期
移植 形成期

白抜き棒:緩効性肥料室茅1
一 15日毎の窒素溶出量(10倍で表示)黒塗り棒:土壌窒素 J 

点線(上):緩効性肥料+土壌窒素累積溶出量(下):土壌窒素累積溶出量

:..t;; 



く12) 第三種郵便物認可 農 業 と 科 学 (毎月 1日発行)平成7年間 1日第448号
h・・ 1"..... 川・・ .1.. ，同 "'111111. ，， 1司司川 11 ，.， 1'...." ， 1..'1 1 '..-.. ・， \..1川1.......1\・.，.."・司副\"，川 1'1・ "11 11 ' \1川.....， 'IIUIIII........' ・ 'JI 川'''....川 1111111 島 ....'1" 1 11111.... 同 "'llh ， h "， ...N'11 1l 1h ，，，， ."III ，""，，，.，. .III ， h ，，'司 ~IIIIIII"'.司川 11 ，，. 11 ，，・ Ilh ， 'μ ・ l 同..，..，

れ， 1994年以外の気象でも，この肥料により成果

があがると考えられ，これまで伸び悩んでいたコ

シヒカリの全量基肥の普及が期待されています。

また，全量基肥栽培を取り入れたいとの要望が

現場で高まっており，施肥量を決める場合，土壌

の窒素肥沃度の把握が必要なため，面的な広がり

を持った土壌実態の把握が農業改良普及センタ

ー，農協で進められようとしています。このよう

に面的に土壌を把握する気運が高まってきている

こと，第 2， 3表に示したように施肥窒素量も削

減できることから，今後の環境保全型農業の定着

に向けて大きな期待が寄せられています。元々環

境保全機能の高い水田ばかりでなく，露地野菜等

の畑作地帯において緩効性肥料を用いた全量基肥

栽培を普及させ，肥料の利用効率を高めることに

依る環境保全型の施肥技術を広めることが必要と

なっています。このためにも，水稲作経営の安定

に全量基肥栽培が大きく寄与したという事実が必

要であり，今後とも肥料の肥効，作物の生育に科

学のメスを入れていき，より良い全量基肥施肥技

術を確立する必要があります。

全量基肥栽培がこのように現場の農業に科学の

目を持ち込み，多くの人に科学の目を与えたこと

は，農業の発展，農学の進歩に対して大きく貢献

したものと思われます。
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